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図1:(a)チューブ形状の計算例｡サイズⅣ -100の場合｡(b)曲率エネルギーと曲げ定数の関係｡
サイズⅣ -200,500,1000の場合を重ねてプロットしている｡
この関係は次のように理解できる｡このモデルではチューブの半径がサイズⅣに比例しているの
で､曲率エネルギーはEb-N(cb/N2)～cb/Nとなる｡なお､このときのチューブの形状は図
1(a)のcb-1000のようになる｡
一方cbが小さい領域､すなわち大変形を受ける領域ではすべてのⅣでグラフは重なっており､
Eb～CE･75という関係があることがわかる｡このことは弾性殻の理論[2]をチューブの場合に適用
して説明することができる｡なお､このときのチューブの形状は図1(a)のcb-0.01､0.1のよう
になる｡
変形を受けない領域と大変形を受ける領域の間にはクロスオーバーの領域がある｡このときの
チューブの形状は図1(a)のcb-1､10､100に対応する｡
全エネルギーEtolをcb/N2という変数でプロットすると､全てのサイズでグラフが重なる｡ま
たどんなサイズでも､変形を受けない領域から変形を受ける領域へ転移するとき､cb/〃2はある
一定値を持つことがわかった｡
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